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   ＜終了した事業＞ 

・ 中学校体育館整備事業（平成２６年度で整備完了） 

・ 上水道事業統合整備（平成２５年度で整備完了） 

・ 児童の健全育成環境の整備（平成２５年度で整備完了） 

・ 中学校校舎整備事業（平成２５年度で整備完了） 

・ 農産物直売所等整備事業（平成２５年度で整備完了） 

・ 中里原土地区画整理事業（平成２３年度で整備完了） 

・ スマート IC 恒久設置事業（平成２２年度で整備完了） 

・ 林道整備事業（平成２１年度で整備完了） 
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１ はじめに 

平成１９年３月の市町合併から１０年目を迎え，これまで，まち

づくりの基盤である「合併市町村基本計画」の執行状況など，市長

の諮問を受け，より円滑に事業が執行できるよう審議を進めてまい

りました。 

「合併市町村基本計画」に掲げた主要１３事業の執行状況につき

ましては，「スマートＩＣ恒久設置事業」「中里原土地区画整理事業」

「上水道事業統合整備」をはじめ「上河内中学校体育館の耐震補強

工事」が完了するなど，平成２７年度までに８事業が完了し，宇都

宮市にふさわしい魅力ある北部拠点としての地域形成が着実に進

められてきております。 

一方，生涯学習機能や歴史・伝統の継承のほか，地域の「まちづ

くり・人づくり」を進める拠点施設として，現在，改修を行ってい

る上河内地域自治センターの供用が本年９月から開始されるほか，

公共下水道整備事業や農道整備事業など，主要施策未完了事業につ

いても，毎年度，計画的に整備されており，上河内地域における拠

点の形成が促進されつつあります。 

上河内自治会議の設置期間が本年をもって満了となりますが，今

後とも，本答申を基に，「合併市町村基本計画」に掲げられた事業

の早期完了と併せて「地域のまちづくり」を推進していくことで，

「自然と人が共生し安心して暮らせる活力あふれる地域」が早期に

実現されることを強く願うものです。 
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２ 諮問対象事業（意 見） 

（１）道路新設改良事業 

（進捗状況） 

・ 市道10111号線については，一部，整備が未完了となっていますが，県道の

拡幅工事に合わせて工事を行う予定です。 

・ 市道13125号線については，早期整備完了に向け，引き続き，地権者との用

地交渉を行っています。 

・ 市道 13045 号線及び市道 13047 号線については，平成２３年度に整備が完

了しました。 

 

＜執行状況＞ 

路 線 名 進 捗 状 況 平成２６年度 平成２７年度 
平成２８年度 
（予定） 

事

業

内

容 

市道 10111 号線  一部未完了    －    －    － 

市道 13125 号線  整備中 用地交渉 用地交渉 用地交渉 

市道 13045 号線・ 

市道 13047 号線 

整備完了 

 
 

  

市道 13127 号線 未着手 － － － 

予 算 額 
当 年 度 ０      ０      ０

累  計 ７８３百万円 ７８３百万円 ７８３百万円

 

（意 見） 

地域内道路網の整備にあたっては，人と車が安心・安全に通行し，地域の

活力がさらに高まるよう維持修繕を含め全市的な道路整備計画の中で，計画

的に整備されることを望みます。 

＜市道１０１１１号線＞ 

一部未整備となっている箇所については，県道の拡幅工事に併せて整備を

行う予定となっておりますが，歩行者や車両通行などの安全を早急に確保す

る必要があるため，県道整備が早期に実施されるよう県に働きかけを行い，

一日も早い整備完了を望みます。 

＜市道１３１２５号線＞ 

用地取得の課題により，路線の一部が未整備となっており，生活道路と

しての安全性の確保と利便性の向上を早急に図る必要があるため，粘り強

く，用地交渉を行い，一日も早い整備完了を望みます。 

＜市道１３１２７号線＞ 

周辺の土地利用計画の変更などにより，整備の必要性が薄れてきており

ますが，今後，周辺の居住環境の変化などを逐次把握しながら，必要性が

上がったときに整備されることを望みます。 
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（２）公共下水道整備事業 

（進捗状況） 

  上河内地域内の事業認可区域面積（２４８.２ha）に対する平成２７年度末

までの進捗率は７１．０％となっており，計画的に公共下水道整備を行って

います。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 

公共下水道 

汚水管渠築造工事     

公共下水道 

汚水管渠築造工事 

公共下水道 

汚水管渠築造工事 

特定環境保全公共下水道 

汚水管渠築造工事 

特定環境保全公共下水道

汚水管渠築造工事 

特定環境保全公共下水道 

汚水管渠築造工事 

実績 １．０ha １．７ha ４．５ha

実績累計 １７４．４ha １７６．１ha １８０．６ha

進捗率 ７０．３％ ７１．０％ ７２．８％

予算額 
当年度 １１３百万円 １３６百万円 １５９百万円

累 積 １，６６３百万円 １，７９９百万円 １，９５８百万円

 

 （意 見） 

地域の生活環境の向上や自然環境の保全を図るため，事業認可区域内の一

日も早い整備完了を望みます。 

併せて，公共下水道への接続率を高めるため，継続的な普及促進活動を取

り組む必要があります。 

また，公共下水道認可区域外の地域へは，合併処理浄化槽設置費補助制度

を活用し，更なる合併処理浄化槽の設置を促進する必要があります。 
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（３）生涯学習センター整備事業 

（進捗状況） 

  地域のまちづくりの拠点として，まちづくりと人づくりを一体的に推進す

るため，上河内地域自治センター・上河内生涯学習センターの一体的整備と

して，平成２８年９月の供用開始に向け，上河内地域自治センターの改修工

事を行っています。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 

地元住民による上河内地区

拠点施設整備検討委員会か

ら提出された検討報告書も

参考にしながら，上河内民俗

資料館との合築による上河

内地域自治センター・上河内

生涯学習センター改修の実

施設計を実施 
 

上河内民俗資料館との合築

による上河内地域自治セン

ター・上河内生涯学習セン

ター改修工事 

・上河内地域自治センター

改修工事   

・新上河内地域自治センタ

ー供用開始（９月） 

・上河内生涯学習センター

解体工事   

予 算 額 
当年度 ２４百万円  ２５６百万円  ５３６百万円

累 計 ２４百万円 ２８０百万円  ８１６百万円

 

（意 見） 

上河内地域自治センターの供用開始後，上河内生涯学習センターの解体を

早急に完成させ，地域住民主導による地域イベントなどがより円滑に実施で

きるよう，一日も早い駐車場の整備完了を望みます。 

また，上河内地域自治センターが，地域の「まちづくり」「人づくり」の拠

点施設としての機能を十分に果たしながら「まちづくり活動」「生涯学習活動」

及び「歴史・伝統の継承」などがさらに促進され，地域が発展できる取組み

を行う必要があります。 
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（４）農道整備事業 

（進捗状況） 

  農業生産性の向上や農産物流通の合理化，また，地域住民の社会生活環境

の改善を図るため，毎年度，一定額を予算化し計画的に農道舗装工事を行っ

ています。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 農道舗装工事 農道舗装工事 農道舗装工事 

実 績 ６７８．３ｍ ６４７．５ｍ ５５０ｍ

実績累計 ９，２９９．４ｍ ９，９４６．９ｍ １０，４９６．９ｍ

予 算 額 
当年度 １５百万円 １３百万円 １３百万円

累 計 １６３百万円 １７６百万円 １８９百万円

 

（意 見） 

上河内地域の主要産業である農業の生産性や流通をサポートするうえで，

この事業は大変重要であり，合併後も計画的に整備が進められております。 

なお，農道整備に際しては，土地改良区や地域農業者からの多様な意見を

反映させるほか，地域住民の生活環境の向上などを踏まえ，引き続き，計画

的に整備されることを望みます。 
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（５）地域交流館整備事業 

（進捗状況） 

  市民の交流拠点としての機能を維持するため，適正な施設の維持修繕を行

うとともに，利用者へのサービス向上や運営の円滑化を図るため，指定管理

者と連携しながら，各種交流事業の支援を行うなど，地域資源を活かした事

業の充実や交流人口の増加に努めています。 

 

＜執行状況＞ 

  平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度（予定） 

事業内容 

・指定管理者や地域団体等

が主体的に実施する各種

交流事業（ホタル観察会・

農作業体験等）を支援 

・施設の維持修繕（温泉用

深井戸水中ポンプその他

改修工事等） 

・施設の有効活用に向けた

検討（指定管理者との意見

交換など） 

・指定管理者や地域団体等

が主体的に実施する各種

交流事業（ホタル観察会・

農作業体験等）を支援 

・施設の維持修繕（塗装改

修工事等） 

・施設の有効活用に向けた

検討（指定管理者との意見

交換など） 

・指定管理者の実施する自主

事業や，地域団体が主体的に

実施する各種交流事業の支援

・施設の維持修繕（東西サウ

ナ改修工事等） 

・施設整備のあり方検討（施

設の長寿命化に向けた検討）

・自転車等を活用したイベン

トなど，施設や地域資源を活

用した誘客促進事業の推進 

予算額 
当年度 ２３百万円 １８．６百万円 １２．１百万円

累 計 １５０百万円 １６８．６百万円 １８０．７百万円

 

（意 見） 

上河内地域におけるにぎわいの創出や市民等の交流の拠点施設として，引

き続き，安定運営に努めていく必要があります。 

このため，施設の長寿命化に向けた維持修繕をはじめ，利用者ニーズを的

確に捉えながら，集客増加に向けた施設運営と各種事業の充実・展開が必要

です。 

特に，市民や利用者の声を反映した施設運営となるよう，定期的に指定管

理者との意見交換を行うほか，「自転車の駅」を活用したイベントの開催や

交流の場にふさわしい温泉施設（足湯の設置など）を充実するなど，施設や

地域資源を活かした多様な誘客促進事業を推進し，交流人口の更なる増加を

図る必要があります。 
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３ おわりに  

市町合併からこれまでの１０年間の歩みを振り返ると，東北自動

車道への「スマートＩＣの設置」や「国・県道の改良工事」により，

広域交通の利便性を活かした産業や観光等による地域の活性化が

大いに期待できるとともに，「中里原土地区画整理事業」により，

秩序ある街並み形成や居住環境が整い，上河内地域にふさわしい

「良好な居住環境」が形成されつつあります。 

これにより，上河内地域の５０年先，１００年先を見据えた「ま

ちづくりの礎」が築かれ，本市の目指す都市や地域拠点が連携する

「ネットワーク型コンパクトシティ」に大きく前進したものと考え

ております。 

一方，本年は，上河内自治会議設置期間の終年を迎えますが，「合

併市町村基本計画」に掲げた未完了５事業につきましては，これま

での経緯や地域の実態等を十分踏まえ，引き続き，事業の早期完了

に向けて積極的に取り組んでいただきたいと考えております。 

特に，道路新設改良事業は，生活の利便性を向上させるためにも

重要な事業でありますことから，幼児から高齢者の安全性を確保す

る観点からも未着手事業の路線変更も含め，一日も早い整備完了を

強く望みます。 

また，羽黒山をはじめ上河内特有の自然や文化など，地域の魅力

を生かした個性豊かな活力ある「まちづくり」を推進するため，交

流の場にふさわしい温泉施設の充実や地域資源との連動により相

乗効果が得られるよう，地域の意見を十分に反映しながら，全市的

な視点で交流人口の更なる増加に繋げていく必要があります。 

結びになりますが，私たち上河内地域におきましても，「自然と

人が共生し安心して暮らせる活力あふれる地域」づくりを目指し，

この答申はもとより，今後の自治会議における点検・評価に基づく

見直しを経て，最終的な取りまとめを行う「地域のまちづくりに 



8 
 

 

関する施策の提案」や数多くの意見等をまちづくり協議会が中心と

なった「まちづくり」に最大限に活かすとともに，市が策定を予定

している立地適正化計画など，各種計画との整合を図りながら，こ

れまで以上に行政と地域との連携を強化し取り組んでまいります。 
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～ 審議の経緯 ～ 

 
 
平成２８年 ４月２８日  第１回宇都宮市上河内自治会議 

・市長から「合併市町村基本計画の執行状況」に

ついて諮問 

・合併市町村基本計画の執行状況について説明 

（諮問対象事業の進捗状況について） 

 

平成２８年 ５月２３日  第２回宇都宮市上河内自治会議 

・合併市町村基本計画の執行状況について審議 

 

 

平成２８年 ６月２８日  第３回宇都宮市上河内自治会議 

・合併市町村基本計画の執行状況について審議 

（答申書[案]について） 

 

 

平成２８年 ７月２８日  第４回宇都宮市上河内自治会議 

・合併市町村基本計画の執行状況について審議 

（答申書[案]について・答申書確定） 
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